
赤穂総合学科新校準備委員会報告 

第 17回準備委員会 令和６年６月 19日（水）18：00～19：30 

【概況】 参加者：準備委員 14名出席、高校教育課主任指導主事、主査、 

事務局 12名、傍聴者：６名 

     内容 ：・基本計画案について 

         （工法、工期、仮設校舎、学校視察報告等について） 

【内容・記録等】 

基本計画案について 

 （１）工法について 

   ・前回同様、準備委員会では「工期分割案」を支持。 

・３年間仮設校舎で過ごす生徒が可能な限りでないよう、設計チームの工夫 

に期待。 

・６月末までに工法を決定。 

（２）新校開校の時期と工期について 

  ・新校開校は令和 11年（2029年）4月。 

  ・新校舎全面完成は開校時期よりも遅れることを了承（新校舎全面完成は令和 

12年度中を予定）。 

（３）仮設校舎について 

  ・設計チームが仮設校舎例を提示。広さ、開放感、清潔感、断熱・空調等につ 

いて確認。 

（４）学校視察報告について 

   ・５校の視察報告。 

   ・横須賀市立横須賀総合高校視察報告 

    ➢ 広いロッカースペースが生徒のホーム。各教室には荷物なし。 

      ①広々としたスペースで生徒が様々な活動。②地域にも開放。 

     ➢【課題】①学びミチ等広い空間の空調は課題。 ②警備体制が課題。 

（５）その他 

   ・図書館について・・・新校のメディアセンターには現存の蔵書（33,000冊） 

の収納は可能。 

   ・音楽室、第 2体育館は基本計画には含まない。 

   ・第１体育館については新築か改修。空調設備は計画なし。断熱性は向上。 

  

 ※次回準備委員会のテーマは「基本計画の説明」を予定。 



 


